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新技術と社会づくりに関する特別委員長 中 島 武 文   

 

 

 

新技術と社会づくりに関する特別委員会中間報告書 

 

 

 京都府議会会議規則第46条第２項の規定により、令和６年５月府議会臨時会閉会後

から現在に至るまで、本委員会が調査及び研究してきた状況について、別紙のとおり

中間報告いたします。  
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（別紙） 

 

新技術と社会づくりに関する特別委員会中間報告書 

 

１ 本委員会の設置目的 

ＡＩ、ＩоＴなどの先端技術を活用した新産業の創造や京都産業の多様性を生か

し、人材確保策をはじめ様々な分野の課題の解決を図るとともに、脱炭素社会の実

現に向けた施策について調査し、及び研究する。 

 

２ 本委員会の活動状況 

(1) 委員会の開催について 

○  令和６年６月７日、第５委員会室において、関係理事者から所管事項に係る事務

事業概要について説明を聴取した。また、今期の委員会運営方針について協議を行

った。 

○ 令和６年６月26日、第５委員会室において、「本委員会の調査事項に関連する施

策等について」をテーマに委員会を開催した。関係理事者から本府における取組状

況の説明を聴取し、これに対する質疑を行うとともに、今後の調査・研究テーマに

ついて委員間討議を行った。 

○ 令和６年10月１日、第５委員会室において、株式会社エネコートテクノロジーズ 

代表取締役社長 加藤 尚哉 氏を参考人として招致し、「脱炭素社会の実現に向

けた新技術の活用について」をテーマに委員会を開催した。関係理事者から本府に

おける取組状況の説明を聴取した後、当該参考人から、ペロブスカイト太陽電池を

活用した脱炭素社会の実現に向けた取組について説明及び意見を聴取し、これに対

する質疑を行った。 

○ 令和６年12月17日、第５委員会室において、日東製網株式会社 技術部総合網研

究課 課長 細川 貴志 氏及び伊根浦漁業株式会社 代表取締役 倉 幹夫 

氏を参考考人として招致し、「スマート水産業の推進について」をテーマに委員会

を開催した。関係理事者から本府における取組状況の説明を聴取した後、当該参考

人から、ユビキタス魚探などＡＩを活用した技術や京都府内での活用状況について

説明及び意見を聴取し、これに対する質疑を行った。 

○  令和７年３月17日、第５委員会室において、ミツフジ株式会社 代表取締役社長 

三寺 歩 氏を参考人として招致し、「伝統産業を活用した新産業の創出について」 

をテーマに委員会を開催した。関係理事者から本府における取組状況の説明を聴取 

した後、当該参考人から、西陣織技術を活用したウェアラブルＩｏＴソリューショ 

ン事業について説明及び意見を聴取し、これに対する質疑を行った。 

〇 令和７年５月22日、第５委員会室において、                 
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(2) 管内外調査の実施について 

    以下の取組について調査を行った。 

 

○調 査 日：令和６年８月22日 

  調 査 先：株式会社浜田 京都ＰＶリサイクルセンター 

〔於：八幡市文化センター〕（八幡市） 

調査事項：太陽光パネルのリサイクル・リユースについて 

株式会社浜田は、2015年から太陽光パネル事業を開始し、2020年に、使用済み太

陽光パネルの適切な分別・適正処理のための工場として「京都ＰＶリサイクルセン

ター」を八幡市に開設した。 

同センターでは、使用済みの太陽光パネルについて、まずジャンクションボック

スとアルミフレームを外し、ホットナイフ技術で板ガラスとセル/ＥＶＡシートを

分離することにより、パネルの製造コストの大きな割合を占める板ガラスを割らず

に回収でき、ガラス原料として再利用している。また、割れのある太陽光パネルに

ついては、ＰＶリサイクルハンマーで、割れガラスとセル/ＥＶＡシートに分離し

不純物を取り除いた上で、ガラスを主とする二次製品等に再資源化している。 

また、同社はリユース事業にも取り組んでおり、年式が10年以内のものなど、い

くつかの条件をクリアした使用可能な中古の太陽光パネルを買い取り、国内外へ販

売している。リユースすることで、太陽光パネルの価格を下げることによる導入コ

スト削減や、太陽光パネルの製造における環境負荷の低減などが期待される。 

同社では2022年に太陽光リユース・リサイクル協会を設立した。今後、大量廃棄

が予想される太陽光パネルの適切なリユース・リサイクルを促進するため、多様な

機関と連携、協働して法整備や新たな技術の研究開発などの取組を進めていくとの

ことであった。 

 

○調 査 日：令和６年８月22日 

   調 査 先：広島大学デジタルものづくり教育研究センター（広島県東広島市） 

調査事項：社会実装に向けた研究開発活動と高度産業人材を育成する新たな拠点

について 

  広島大学デジタルものづくり教育研究センターは、デジタルイノベーションを担

う人づくりと産学の創発的研究開発を推進する新たな拠点として、2019年に設立さ

れた。同センターでは、教育、研究、社会貢献の３つのミッションを掲げ、先進技

術の社会実装に向けた取組を行っている。 

  同センターでは、単独企業では解決困難な課題に対し、異分野の専門家が交流し

て研究などを行うアンダーワンルーフ体制を採用しており、各課題に対する共創コ

ンソーシアムを設置し、延べ74社・機関、1,144名が参画している。現在は、広島
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県の中核産業である自動車に関するコンソーシアム３つに加え、令和５年度からカ

ーボンニュートラルに関するコンソーシアム２つを設置している。 

  また、従来においては、企業内でデジタル人材の育成を行っていたことから、会

社独自の技術のみを学ぶ閉鎖的な状況であったため、同センターでは、様々な企業

が集結し、多様な技術に触れることができる多様な人材育成に力を入れている。そ

れぞれの研究分野において、地元企業や学生が共同研究を行うことで、企業独自の

技術や大学が持つ知見の交換・共有が可能となるほか、それをきっかけに技術者が

大学へ入学、学生が地元企業へ就職するなど、人材・知見の好循環を生み出す仕組

みを作っている。 

  今後は、県内企業に限定していた共創コンソーシアムに県外企業も参入できる働

きかけをはじめ、人材育成の仕組みの拡大を行うなど、デジタル人材の創出や先進

技術の社会実装に向けた体制をより強化していくとのことであった。 

 

○調 査 日：令和６年８月23日 

   調 査 先：広島県議会（広島県広島市） 

調査事項：土木とＤＸを組み合わせたＤｏｂｏＸの取組について 

  広島県では、建設分野におけるデジタル化やデータの利活用などに課題があった

ことから、2021年に建設分野におけるＤＸの取組を取りまとめた広島デジフラ構想

を策定し、その取組の1つとして「ＤｏｂｏＸ」の運用を2022年６月から開始した。 

  ＤｏｂｏＸは、公共土木施設等に関するあらゆる情報を一元化・オープンデータ

化し、外部システムとのデータ連携を可能とするシステム基盤である。災害リスク

情報や土木施設情報など約100種類のデータが搭載されており、これまで個別に管

理されていた情報を集約することで、利便性が向上するとともに、各地域の防災ア

プリや観光アプリに活用されるなど、新たなサービスの提供等が実現できるように

なった。 

  平成30年７月豪雨を受けて、防災分野におけるＤｏｂｏＸの活用を進めており、

道路や砂防など、各部署が所有するデータを重ね合わせることにより、きめ細かな

リスク情報を提供し、より安全な避難経路の確保などにつなげている。また、地域

の防災リーダーにもＤｏｂｏＸを活用してもらうことにより、地域の防災力の強化

につなげている。 

  ＤｏｂｏＸの運用開始以降、広島市をはじめとする各市町や、国土交通省、周辺

の県とも連携してデータの拡充を進めており、ＤｏｂｏＸのダウンロード数も月14

万回を達成するなど、需要も非常に高くなっている。今後は、県民へのさらなる普

及や、デジタルデバイドの解消などに努めていくとのことであった。 
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○調 査 日：令和６年８月23日 

  調 査 先：積水化学工業株式会社（大阪府三島郡島本町） 

調査事項：フィルム型ペロブスカイト太陽電池について 

積水化学工業株式会社は、次代の中核事業（ネクストフロンティア）開発のため、

新規事業の創出に取り組んでいる。主に環境・エネルギー面などの社会課題解決に

資するイノベーションの創出に注力しており、2013年ごろから、液晶に関する開発

・製造技術を活用し、フィルム型ペロブスカイト太陽電池に関する技術研究を開始

した。 

フィルム型ペロブスカイト太陽電池は、軽量で柔軟な次世代の太陽電池で、発電

層であるペロブスカイトが非常に薄く、同社独自の封止技術により、１㎡当たり約

１㎏という、従来のシリコン系太陽電池の約15分の１の重さを実現した。また、曲

げることができる柔軟性も有しており、シリコン系太陽電池では設置不可能だった

ビルの壁や体育館などの軽量屋根にも設置可能であることから、カーボンニュート

ラルをより推進していくための重要な技術となっている。 

同社は2025年の事業化を目指し、様々な施設に設置し実証を進めているが、発電

効率の高い製品を安価で大量生産する方法の構築や、製品が軽く柔軟性があること

から、従来のように固定することができないため、安定した設置ができないこと、

法律により戸建て住宅にはフィルム型ペロブスカイト太陽電池が設置できないな

どの課題が残っている。今後は、関係機関と連携しながら、残された課題の解決に

向けて取組を進めていくとのことであった。 

 

３ 本委員会の所管に係る主な動き 

〇 令和６年６月、丹後織物工業組合により、丹後ちりめんの精練・検査・出荷など

の工程を見学できるオープンファクトリーや丹後織物の製品をはじめとするプロ

ダクト、地域産品などを販売する直営ショップなどを整備した「ＴＡＮＧＯ ＯＰ

ＥＮ ＣＥＮＴＥＲ」が開設された。 

〇 令和６年７月、国内外の起業家・投資家などが一堂に会し、直接交渉による投資

・協業先・人材などの獲得や、各分野の最新動向の把握と多様な人材の交流を契機

とした新ビジネス創出を促進する、国際スタートアップ・カンファレンスである「Ｉ

ＶＳ２０２４ ＫＹＯＴＯ」を開催した。 

〇 令和６年10月、けいはんなオープンイノベーションセンターにおいて、スマート

シティをテーマにした日本最大級の講演・展示・交流イベント「京都スマートシテ

ィエキスポ２０２４」及び京都の食文化や食材と食の最先端技術との融合を目指す

「京都フードテックエキスポ２０２４」を同時開催した。 

〇 令和６年12月、けいはんな学研都市エリアを中心に、運転手不足などの様々な地

域交通の課題に広域的に取り組むため、交通事業者や市町における次世代モビリテ
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ィの導入の一環として、京田辺市において自動運転ＥＶバスの実証運行を行った。 

○ 令和７年２月、国内外の脱炭素テクノロジー関係者（スタートアップ、大企業、

研究者など）が一堂に会し、新たな交流と共創を目的とする国際カンファレンスと

して「ＺＥＴ－ｓｕｍｍｉｔ２０２５」を開催した。 

〇 令和７年２月から３月にかけて、自動運転や配送ロボットなどの新たなモビリテ

ィによるサービスの社会実装を加速させるべく、精華町において自動運転車両や小

型配送ロボットの協調運行に関する実証を行った。 

○ 令和７年４月、高い研究開発力と豊かな歴史文化資源に恵まれたけいはんな学研

都市エリアで、「ロボット・アバター・ＩＣＴ」「ウェルビーイング」「スタートア

ップ」「サイエンス＆アート」のフェスティバルを中心にけいはんな学研都市のも

つ、高い研究開発力と豊かな歴史文化資源を最大限に発揮した様々なコンテンツを

展開し、未来社会に向けたポテンシャルを世界に向けて発信する「けいはんな万博

２０２５」が開幕した。 

 

４ 残された主な課題 

本委員会の設置目的に掲げられた諸課題について、調査及び研究を進めた結果、 

なお引き続き調査及び研究を要する次のような課題が残されていると考える。 

○ 府民に向けた脱炭素社会実現に向けた取組の周知 

○ 多様性な京都産業の連携・融合による持続可能な産業社会の創造 

○ 新技術を活用した生産性の向上や人材不足への対応 

 



新技術と社会づくりに関する特別委員会 活動状況 ＜付録＞ 
 

（令和６年５月～令和７年５月） 

年 月 日 区  分 主  な  内  容 

 
 6. 5.24 
 
 
 
    6. 7 
 
 
 
    6. 7 
 
 
 
 
 
    6.14 
 
 
    6.26 
 
 
 
 
 
 
  8.22 
    ～23 
   
 
 
 
  9.19 
   
 

10. 1 
 
 
 
 
 

 
10. 3 
 
 
12. 6 
 
 
12.17 

 

 
委 員 会 
 
 
 
正副委員長会 
 
 
 
委 員 会 
 
 
 
 
 
正副委員長会 
 
 
委 員 会 
 
 
 
 
 
 
管 内 外 調 査 
 
 
 
 
 
正副委員長会 
 
 
委 員 会 
 
 
 
 
 
 
管 内 調 査 
 
 
正副委員長会 
 
 
委  員  会 
 

 
１ 委員長の選任 
２ 副委員長の選任 
３ 副委員長の順位 
 
１ 出席要求理事者 
２ 確認事項 
３ 本日の委員会運営 
 
１ 出席要求理事者 
２ 確認事項 
３ 所管事項に係る事務事業概要 
４ 今期の委員会運営方針 
５ 今後の委員会運営 
 
１ 定例会中の委員会運営 
２ 今後の委員会運営 
 
１ 所管事項の調査 
  「本委員会の調査事項に関連する施策等について」 
２ 委員間討議 
  「今後の調査・研究テーマについて」 
３ 閉会中の継続審査及び調査 
４ 今後の委員会運営 
 

▽  株式会社浜田京都 PV リサイクルセンター〔於：八幡市文化セ
ンター〕 

▽  広島大学デジタルものづくり教育研究センター 

▽  広島県議会 

▽  積水化学工業株式会社  
 
１ 定例会中の委員会運営 
２ 今後の委員会運営 
 
１ 所管事項の調査 
  「脱炭素社会の実現に向けた新技術の活用について」 
   参考人：株式会社エネコートテクノロジーズ 

代表取締役社長 加藤 尚哉 氏 
２ 閉会中の継続審査及び調査 
３ 今後の委員会運営 
 

▽   京都スマートシティエキスポ2024 オープニングセレモニー 
   （行催事等委員会調査） 
 
１ 定例会中の委員会運営 
２ 今後の委員会運営 
 
１ 所管事項の調査 
  「スマート水産業の推進について」 
   参考人：日東製網株式会社 技術部総合網研究課 

課長 細川 貴志 氏 
伊根浦漁業株式会社 
代表取締役 倉 幹夫 氏 

２ 閉会中の継続審査及び調査 
３ 今後の委員会運営 
 



年 月 日 区  分 主  な  内  容 

7. 2. 1 
 
 
2. 4 
 
 
3.13 

 
 
   

3.17 
 
 
 
 
 
 
    

 4.13 
 
 

5.22 
 

5.22 
 

管 内 調 査 
 

 
管 内 調 査 
 
 
正副委員長会 
 
 
 
委  員  会 
 
 
 
 
 
 
 
管 内 調 査 
 
 
正副委員長会 
 
委  員  会 
 
 

▽  京都環境フェスティバル2025 オープニングセレモニー 
   （行催事等委員会調査） 
 

▽  ZET-summit2025 オープニング 
   （行催事等委員会調査） 
 
１ 確認事項 
２ 定例会中の委員会運営 
３ 今後の委員会運営 
 
１ 確認事項 
２ 所管事項の調査 
  「伝統産業を活用した新産業の創出について」 

参考人：ミツフジ株式会社 
代表取締役社長 三寺 歩 氏 

３ 閉会中の継続審査及び調査 
４ 今後の委員会運営 
 

▽  けいはんな万博2025 開会式 
   （行催事等委員会調査） 
 
１ 臨時会中の委員会運営 
 
１ 中間報告 
２ 委員会活動のまとめ ※発言内容は別紙のとおり 

 
  委 員 会  ７回         管内外調査  １回（２日） 
  正副委員長会  ６回         管 内 調 査  ４回 
 

 



新技術と社会づくりに関する特別委員会 管内外調査実施状況 

 

１ 管内調査 
 

年度 年 月 日 調 査 先 及 び 調 査 事 項 

５ 

5.10. 5 
 
 

6. 2. 3 
 
 

2. 6 
 

2. 6 

▽  京都スマートシティエキスポ 2023 オープニングセレモニー 
（行催事等委員会調査） 
 

▽  京都環境フェスティバル 2024オープニングセレモニー 
（行催事等委員会調査） 
 

▽  ZET-summit 2024 オープニング（行催事等委員会調査） 
 

▽  ZET-summit 2024 交流会（行催事等委員会調査） 

６ 

6.10. 3 
 
   7. 2. 1 
 

2. 4 
 

4.13 

▽  京都スマートシティエキスポ2024 オープニングセレモニー 
 

▽  京都環境フェスティバル2025オープニングセレモニー 
 

▽  ZET-summit2025 オープニング 
 

▽  けいはんな万博2025 開会式 

 

２ 管内外調査 
 

年度 年 月 日 調 査 先 及 び 調 査 事 項 

５ 

5. 8.28 
      ～29 

▽  福井県議会 
 ・ 福井県における生活ＤＸ推進の取組及びデジタルデバイド対策

について 

▽  まちづくり株式会社ＺＥＮコネクト 
・  レベル４自動運転による移動サービスの取組状況について 
・  施設視察 

▽  公益社団法人富山県農林水産公社スマート農業普及センター 
・  スマート農業の推進について 
・  施設視察 

▽  アルハイテック株式会社 
 ・ アルミ廃棄物を活用した水素エネルギーの普及について 
 ・ 施設視察 

６ 

6. 8.22 
      ～23 

▽  株式会社浜田京都 PVリサイクルセンター〔於：八幡市文化セン
ター〕 

 ・ 太陽光パネルのリサイクル・リユースについて 
 ・ 現地視察 

▽  広島大学デジタルものづくり教育研究センター 
 ・ 社会実装に向けた研究開発活動と高度産業人材を育成する新た

な拠点について 
 ・ 施設視察 

▽  広島県議会 



 ・ 土木と DX を組み合わせた DoboXの取組について 

▽  積水化学工業株式会社 
 ・ フィルム型ペロブスカイト太陽電池について 
 ・ 施設視察 

 



商工労働観光部

行催事等名
主催者名
（招待者名）

会　場
（市区町村名）

年　月　日

けいはんな万博2025開会式 けいはんな万博2025運営協議会
けいはんなプラザ
（相楽郡精華町）

令和７年４月13日（日）

行催事等に係る委員会調査の結果概要について


